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2021 年度 保健学専攻履修要覧 

１．大阪大学大学院課程の教育目標 

大阪大学は、「知の創造、継承及び実践」を使命とし、「地域に生き 世界に伸び

る」をモットーに、学問の独立性と市民性を備えた世界水準の高度な教育研究を推

進し、次代の社会を支え、人類の理想の実現をはかる有能な人材を社会に輩出する

ことを目的とします。 

 その目的の実現のため、研究科及び全学的な教育研究組織において、 

  ○最先端かつ高度な専門性と深い学識 

  ○高度な教養 

  ○高度な国際性 

  ○高度なデザイン力 

を身につけた知識基盤社会のリーダーとなるべき人材を育成します。 

大阪大学の教育目標および各ポリシー（大学院課程）URL 

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/guide/announcement/main/policies/graduate_policy.html 

 

２．医学系研究科保健学専攻の目的 

大阪大学の教育目標を受けて、医学系研究科保健学専攻博士前期課程では、日進

月歩の現代医療のニーズに応えられる医療技術と知識を持ち、サイエンスの進歩に

適応できる柔軟な思考力と高度で幅広い知識や実行力を備えた保健医療者を養成し

ます。さらに博士後期課程では、知的リーダーシップを発揮できる保健学・看護

学・医療技術学の高度医療者・研究者の育成を図ります。 

医学系研究科保健学専攻の教育目標および各ポリシーURL 

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/guide/announcement/main/policies/g-allied_policy.html 

 

３．保健学専攻の教育課程 

保健学専攻の教育課程は、博士前期課程（以下、前期課程）と、博士後期課程

（以下、後期課程）に区分されます。前期課程の標準修業年限は２年、後期課程の

標準修業年限は３年です。 

なお学務に関わる事柄は、大阪大学学務情報システム（以下、ＫＯＡＮ）で確認

し、各自で必要な手続きを行います。 
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大阪大学学務情報システム「ＫＯＡＮ」について 

授業概要の参照、履修登録、成績確認等学務に関わる事柄を処理する Webシステム。

学内外のパソコン等からアクセス可能で、入学当初のガイダンスで配付される大阪大学

個人ＩＤ通知書に記載されたログイン ID・パスワードにより、マイハンダイ

（https://my.osaka-u.ac.jp/）からログインする。 

入力・操作方法については、ＫＯＡＮマニュアル（https://my.osaka-

u.ac.jp/koan/manual）を参照のこと。 

 

3-1．前期課程の教育 

(1) 学位プログラム 

前期課程には７つの教育課程からなる学位プログラムがあり（表 1）、修了要件を

満たせば修士の学位が授与されます。 

【修了要件】 

次の 3要件をすべて満たすこと 

・学位プログラムが定める授業科目から所定の単位を修得する 

・2年以上在学する ※ 

・必要な研究指導を受け修士論文を提出して、その審査及び最終試験に合格する 

※ 研究科教授会が優れた業績を上げたと認める者については、1 年以上在学すれば

足りるものとする 

 

表 1 前期課程の学位プログラム 

学位プログラム名 学位 詳細 

統合保健看護科学研究プログラム 修士(看護学)又は修士(保健学) 表 1-1 

医療画像技術科学研究プログラム 修士(保健学) 表 1-2 

医療検査技術科学研究プログラム 修士(保健学) 表 1-3 

がん専門医療人材養成プログラム 
高度がん看護専門看護師コース 

修士(看護学)又は修士(保健学) 表 1-4 

がん専門医療人材養成プログラム 
先端医学物理コース 

修士(保健学) 表 1-5 

がん専門医療人材養成プログラム 
ゲノム世代細胞検査高度診断コース 

修士(保健学) 表 1-6 

がん専門医療人材養成プログラム 
分子ゲノムコース 

修士(保健学) 表 1-7 

授業科目の詳細についてはＫＯＡＮに示されている授業計画（以下、シラバス）

を参照してください。 
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表 1-1 統合保健看護科学研究プログラム 

区分 授業科目 単位 高度国際 

性涵養 

教育科目 

備考 

選択必修科目Ａ 看護実践開発科学実験・実習 4     

  看護実践開発科学特別研究 4     

  生命育成看護科学実験・実習 4     

  生命育成看護科学特別研究 4     

  総合ヘルスプロモーション科学実験・実習 4     

  総合ヘルスプロモーション科学特別研究 4     

  遺伝カウンセリング特別研究Ⅰ 4   遺伝科目 

  遺伝カウンセリング特別研究Ⅱ 4   遺伝科目 

選択必修科目 B 国際疾病疫学 2 〇   

  中医看護学 1 〇   

  中医学概論 1 〇   

  国際保健医療サイエンス特論 2 〇   

  母性ヘルスケア学特論Ⅱ 2 〇   

  母性ヘルスケア学特論Ⅲ 2 〇   

  分子神経生理学特論 2 〇   

選択必修科目 C 臨床画像診断学特論Ⅰ 1   高度教養教育科目 

  臨床画像診断学特論Ⅱ 1   高度教養教育科目 

  放射線制御・生物学特論Ⅰ 1   高度教養教育科目 

  放射線制御・生物学特論Ⅱ 1   高度教養教育科目 

  核医学特論Ⅰ 1   高度教養教育科目 

  核医学特論Ⅱ 1   高度教養教育科目 

  生体光学・医用画像工学特論Ⅰ 1   高度教養教育科目 

  生体光学・医用画像工学特論Ⅱ 1   高度教養教育科目 

  医療情報学特論 2   高度教養教育科目 

  先端医用物理工学特論 2   高度教養教育科目 

  脳機能画像解析学特論 2   高度教養教育科目 

  生体システム学特論 2   高度教養教育科目 

  再生発生医学特論 2   高度教養教育科目 

  免疫機能解析学特論 2   高度教養教育科目 

  細胞分子遺伝学特論 2   高度教養教育科目 

  肝疾患代謝学 2   高度教養教育科目 

  分子代謝病態学特論 2   高度教養教育科目 

  分子腫瘍医学特論 2   高度教養教育科目 

  生命機能解析学特論 2   高度教養教育科目 

  スリープテクノロジー特論 2   高度教養教育科目 

  病原微生物学特論 2   高度教養教育科目 



- 4 - 
 

  分子イメージングによる創薬支援特論 2   高度教養教育科目 

  医療技術科学ゼミナールⅠ 4   高度教養教育科目 

  医療技術科学ゼミナールⅡ 4   高度教養教育科目 

選択科目 生命倫理・医療文化論 2     

  生涯保健学 2     

  環境保健学 2     

  保健情報論 2     

  臨床病態解析学特論 2     

  生命情報学特論 2     

  感染制御学特論 2     

  保健学ゼミナール 2     

  がん登録とがん予防 2     

  医療知財学総論 2     

  医療経済学総論 2     

  医療経営学総論 2     

  先進医療・臨床試験科学特論 2     

  看護工学Ⅰ 2     

  保健学研究・教育実践 2     

  知的財産入門 1     

  再生医療特論 2     

  看護研究論 2     

  看護理論 2     

  看護教育論 2     

  医療政策とヘルスケアサービス 2     

  看護実践開発科学特論Ⅰ 2     

  看護実践開発科学特論Ⅱ 2     

  看護実践開発科学特論Ⅲ 2     

  看護実践開発科学特論Ⅳ 2     

  看護実践開発科学特論Ⅴ 2     

  母性ヘルスケア学特論Ⅰ 2     

  小児保健学特論 2     

  小児・家族看護学特論 2     

  家族看護援助論 2     

  公衆衛生看護学特論 2     

  看護管理科学特論 2     

  地域ヘルスプロモーション学特論 2     

  数理保健学特論 2     

  地域ヘルスケアシステム特論 2     

  高度専門看護職教育とヘルスケアサービス 2     

  看護管理・政策論 2     
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  研究コミュニケーション力涵養１ 2   卓越科目 

  研究コミュニケーション力涵養２ 2   卓越科目 

  医歯薬学の入門１（医学） 2   卓越科目 

  医歯薬学の入門１（保健学） 2   卓越科目 

  医歯薬学の入門１（歯学） 2   卓越科目 

  医歯薬学の入門１（生命機能学） 2   卓越科目 

  医歯薬学の入門２（医学１） 2   卓越科目 

  

  

  

医歯薬学の入門２（医学２） 

医歯薬学の入門２（保健学） 

医歯薬学の入門２（生命機能学） 

2 

2 

2 

  

  

  

卓越科目 

卓越科目 

卓越科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【履修方法】 

選択必修科目 A から８単位以上、高度国際性涵養教育科目として選択必修科目 B※１から１単位以上、高度教養教育科目

として選択必修科目 C※２から１単位以上、合計３０単位以上を修得しなければならない。 

※１ 選択必修科目 B については、本表で定める科目の他、他学部、他研究科若しくは他専攻が高度国際性涵養教育科目

として提供する科目又はリーディングプログラム科目若しくはグローバルイニシアティブ科目として全学に提供される科

目を履修し修得した単位数も充当される。 

※２ 選択必修科目 C については、本表で定める科目の他、他学部、他研究科若しくは他専攻が高度教養教育科目として

提供する科目又はリーディングプログラム科目若しくは大学院横断教育科目として全学に提供される科目を履修し修得し

た単位数も充当される。 

注１）遺伝カウンセリングコースの履修を許可された者は、選択必修科目 A から備考欄「遺伝科目」を履修することがで

きる。 

注２）生命医科学の社会実装プログラムの履修を許可された者は、備考欄「卓越科目」を履修することができる。プログ

ラム修了要件として、前期課程において、「研究コミュニケーション力涵養１」（２単位）、「研究コミュニケーション

力涵養２」（２単位）、医歯薬学の入門１から２単位及び医歯薬学の入門２から２単位を修得しなければならない。 
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表 1-2 医療画像技術科学研究プログラム 

区分 授業科目 単位 高度国際 

性涵養 

教育科目 

備考 

必修科目 医療技術科学ゼミナールⅠ 4     

  医療技術科学ゼミナールⅡ 4     

選択必修科目 A 国際疾病疫学 2 〇   

  中医看護学 1 〇   

  中医学概論 1 〇   

  国際保健医療サイエンス特論 2 〇   

  母性ヘルスケア学特論Ⅱ 2 〇   

  母性ヘルスケア学特論Ⅲ 2 〇   

  分子神経生理学特論 2 〇   

選択必修科目 B 看護研究論 2   高度教養教育科目 

  看護理論 2   高度教養教育科目 

  看護教育論 2   高度教養教育科目 

  医療政策とヘルスケアサービス 2   高度教養教育科目 

  看護実践開発科学特論Ⅰ 2   高度教養教育科目 

  看護実践開発科学特論Ⅱ 2   高度教養教育科目 

  看護実践開発科学特論Ⅲ 2   高度教養教育科目 

  看護実践開発科学特論Ⅳ 2   高度教養教育科目 

  看護実践開発科学特論Ⅴ 2   高度教養教育科目 

  母性ヘルスケア学特論Ⅰ 2   高度教養教育科目 

  小児保健学特論 2   高度教養教育科目 

  小児・家族看護学特論 2   高度教養教育科目 

  家族看護援助論 2   高度教養教育科目 

  公衆衛生看護学特論 2   高度教養教育科目 

  看護管理科学特論 2   高度教養教育科目 

  地域ヘルスプロモーション学特論 2   高度教養教育科目 

  数理保健学特論 2   高度教養教育科目 

  地域ヘルスケアシステム特論 2   高度教養教育科目 

  高度専門看護職教育とヘルスケアサービス 2   高度教養教育科目 

  看護管理・政策論 2   高度教養教育科目 

  看護実践開発科学実験・実習 4   高度教養教育科目 

  看護実践開発科学特別研究 4   高度教養教育科目 

  生命育成看護科学実験・実習 4   高度教養教育科目 

  生命育成看護科学特別研究 4   高度教養教育科目 

  総合ヘルスプロモーション科学実験・実習 4   高度教養教育科目 

  総合ヘルスプロモーション科学特別研究 4   高度教養教育科目 

選択必修科目 C 生命倫理・医療文化論 2     
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  生涯保健学 2     

  環境保健学 2     

  保健情報論 2     

  臨床病態解析学特論 2     

  生命情報学特論 2     

  感染制御学特論 2     

  保健学ゼミナール 2     

  がん登録とがん予防 2     

  医療知財学総論 2     

  医療経済学総論 2     

  医療経営学総論 2     

  先進医療・臨床試験科学特論 2     

  看護工学Ⅰ 2     

  保健学研究・教育実践 2     

  知的財産入門 1     

  再生医療特論 2     

  ツインリサーチ特論 1     

  臨床画像診断学特論Ⅰ 1     

  臨床画像診断学特論Ⅱ 1     

  放射線制御・生物学特論Ⅰ 1     

  放射線制御・生物学特論Ⅱ 1     

  核医学特論Ⅰ 1     

  核医学特論Ⅱ 1     

  生体光学・医用画像工学特論Ⅰ 1     

  生体光学・医用画像工学特論Ⅱ 1     

  医療情報学特論 2     

  先端医用物理工学特論 2     

  脳機能画像解析学特論 2     

  生体システム学特論 2     

  再生発生医学特論 2     

  免疫機能解析学特論 2     

  細胞分子遺伝学特論 2     

  肝疾患代謝学 2     

  分子代謝病態学特論 2     

  分子腫瘍医学特論 2     

  生命機能解析学特論 2     

  スリープテクノロジー特論 2     

  病原微生物学特論 2     

  分子イメージングによる創薬支援特論 2     

  研究コミュニケーション力涵養１ 2   卓越科目 
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  研究コミュニケーション力涵養２ 2   卓越科目 

  医歯薬学の入門１（医学） 2   卓越科目 

  医歯薬学の入門１（保健学） 2   卓越科目 

  医歯薬学の入門１（歯学） 2   卓越科目 

  医歯薬学の入門１（生命機能学） 2   卓越科目 

  医歯薬学の入門２（医学１） 2   卓越科目 

  医歯薬学の入門２（医学２） 2   卓越科目 

  医歯薬学の入門２（保健学） 2   卓越科目 

  医歯薬学の入門２（生命機能学） 2   卓越科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【履修方法】 

必修科目８単位、高度国際性涵養教育科目として選択必修科目 A※1 から１単位以上、高度教養教育科目として選択必修

科目 B※２から１単位以上、選択必修科目 C から２０単位以上、合計３０単位以上を修得しなければならない。 

※１ 選択必修科目 A については、本表で定める科目の他、他学部、他研究科若しくは他専攻が高度国際性涵養教育科

目として提供する科目又はリーディングプログラム科目若しくはグローバルイニシアティブ科目として全学に提供され

る科目を履修し修得した単位数も充当される。 

※２ 選択必修科目 B については、本表で定める科目の他、他学部、他研究科若しくは他専攻が高度教養教育科目とし

て提供する科目又はリーディングプログラム科目若しくは大学院横断教育科目として全学に提供される科目を履修し修

得した単位数も充当される。 

注)生命医科学の社会実装プログラムの履修を許可された者は、備考欄「卓越科目」を履修することができる。プログラ

ム修了要件として、前期課程において、「研究コミュニケーション力涵養１」（２単位）、「研究コミュニケーション

力涵養２」（２単位）、医歯薬学の入門１から２単位及び医歯薬学の入門２から２単位を修得しなければならない。 
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表 1-3 医療検査技術科学研究プログラム 

区分 授業科目 単位 高度国際

性涵養 

教育科目 

備考 

選択必修科目 A 医療技術科学ゼミナールⅠ 4     

  医療技術科学ゼミナールⅡ 4     

  遺伝カウンセリング特別研究Ⅰ 4   遺伝科目 

  遺伝カウンセリング特別研究Ⅱ 4   遺伝科目 

選択必修科目 B 国際疾病疫学 2 〇   

  中医看護学 1 〇   

  中医学概論 1 〇   

  国際保健医療サイエンス特論 2 〇   

  母性ヘルスケア学特論Ⅱ 2 〇   

  母性ヘルスケア学特論Ⅲ 2 〇   

  分子神経生理学特論 2 〇   

選択必修科目 C 看護研究論 2   高度教養教育科目 

  看護理論 2   高度教養教育科目 

  看護教育論 2   高度教養教育科目 

  医療政策とヘルスケアサービス 2   高度教養教育科目 

  看護実践開発科学特論Ⅰ 2   高度教養教育科目 

  看護実践開発科学特論Ⅱ 2   高度教養教育科目 

  看護実践開発科学特論Ⅲ 2   高度教養教育科目 

  看護実践開発科学特論Ⅳ 2   高度教養教育科目 

  看護実践開発科学特論Ⅴ 2   高度教養教育科目 

  母性ヘルスケア学特論Ⅰ 2   高度教養教育科目 

  小児保健学特論 2   高度教養教育科目 

  小児・家族看護学特論 2   高度教養教育科目 

  家族看護援助論 2   高度教養教育科目 

  公衆衛生看護学特論 2   高度教養教育科目 

  看護管理科学特論 2   高度教養教育科目 

  地域ヘルスプロモーション学特論 2   高度教養教育科目 

  数理保健学特論 2   高度教養教育科目 

  地域ヘルスケアシステム特論 2   高度教養教育科目 

  高度専門看護職教育とヘルスケアサービス 2   高度教養教育科目 

  看護管理・政策論 2   高度教養教育科目 

  看護実践開発科学実験・実習 4   高度教養教育科目 

  看護実践開発科学特別研究 4   高度教養教育科目 

  生命育成看護科学実験・実習 4   高度教養教育科目 

  生命育成看護科学特別研究 4   高度教養教育科目 

  総合ヘルスプロモーション科学実験・実習 4   高度教養教育科目 
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  総合ヘルスプロモーション科学特別研究 4   高度教養教育科目 

選択必修科目 D 生命倫理・医療文化論 2     

  生涯保健学 2     

  環境保健学 2     

  保健情報論 2     

  臨床病態解析学特論 2     

  生命情報学特論 2     

  感染制御学特論 2     

  保健学ゼミナール 2     

  がん登録とがん予防 2     

  医療知財学総論 2     

  医療経済学総論 2     

  医療経営学総論 2     

  先進医療・臨床試験科学特論 2     

  看護工学Ⅰ 2     

  保健学研究・教育実践 2     

  知的財産入門 1     

  再生医療特論 2     

  ツインリサーチ特論 1     

  臨床画像診断学特論Ⅰ 1     

  臨床画像診断学特論Ⅱ 1     

  放射線制御・生物学特論Ⅰ 1     

  放射線制御・生物学特論Ⅱ 1     

  核医学特論Ⅰ 1     

  核医学特論Ⅱ 1     

  生体光学・医用画像工学特論Ⅰ 1     

  生体光学・医用画像工学特論Ⅱ 1     

  医療情報学特論 2     

  先端医用物理工学特論 2     

  脳機能画像解析学特論 2     

  生体システム学特論 2     

  再生発生医学特論 2     

  免疫機能解析学特論 2     

  細胞分子遺伝学特論 2     

  肝疾患代謝学 2     

  分子代謝病態学特論 2     

  分子腫瘍医学特論 2     

  生命機能解析学特論 2     

  スリープテクノロジー特論 2     

  病原微生物学特論 2     
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  分子イメージングによる創薬支援特論 2     

  研究コミュニケーション力涵養１ 2   卓越科目 

  研究コミュニケーション力涵養２ 2   卓越科目 

  医歯薬学の入門１（医学） 2   卓越科目 

  医歯薬学の入門１（保健学） 2   卓越科目 

  医歯薬学の入門１（歯学） 2   卓越科目 

  医歯薬学の入門１（生命機能学） 2   卓越科目 

  医歯薬学の入門２（医学１） 2   卓越科目 

  医歯薬学の入門２（医学２） 2   卓越科目 

  医歯薬学の入門２（保健学） 2   卓越科目 

  医歯薬学の入門２（生命機能学） 2   卓越科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1-4 がん専門医療人材養成プログラム高度がん看護専門看護師コース 

 

 

  

【履修方法】 

選択必修科目 A から８単位以上、高度国際性涵養教育科目として選択必修科目 B※１から１単位以上、高度教養教育科目

として選択必修科目 C※２から１単位以上、選択必修科目 D から２０単位以上、合計３０単位以上を修得しなければなら

ない。 

※１ 選択必修科目 B については、本表で定める科目の他、他学部、他研究科若しくは他専攻が高度国際性涵養教育科

目として提供する科目又はリーディングプログラム科目若しくはグローバルイニシアティブ科目として全学に提供され

る科目を履修し修得した単位数も充当される。 

※２ 選択必修科目 C については、本表で定める科目の他、他学部、他研究科若しくは他専攻が高度教養教育科目とし

て提供する科目又はリーディングプログラム科目若しくは大学院横断教育科目として全学に提供される科目を履修し修

得した単位数も充当される。 

注１）遺伝カウンセリングコースの履修を許可された者は、選択必修科目 A から備考欄「遺伝科目」を履修することが

できる。 

注２）生命医科学の社会実装プログラムの履修を許可された者は、備考欄「卓越科目」を履修することができる。プロ

グラム修了要件として、前期課程において、「研究コミュニケーション力涵養１」（２単位）、「研究コミュニケーシ

ョン力涵養２」（２単位）、医歯薬学の入門１から２単位及び医歯薬学の入門２から２単位を修得しなければならな

い。 
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表 1-4 がん専門医療人材養成プログラム高度がん看護専門看護師コース 

 

 

 

 

 

  

区分 授業科目 単位 高度国際

性涵養教

育科目 

備考 

必修科目 臨床腫瘍学総論Ⅰ 1   

 

  がんの病態生理学各論 2 〇 

 

  看護研究論 2     

  看護理論 2     

  看護倫理 2     

  コンサルテーション論 2     

  臨床薬理学 2     

  ヘルスアセスメント論 2     

  臨床病態生理学総論 2     

  がん看護方法論Ⅰ 2     

  がん看護方法論Ⅱ 2     

  がん看護方法論Ⅲ 2     

  がん看護方法論Ⅳ 2     

  がん看護実践特論Ⅰ 2     

  がん看護実践特論Ⅱ 2     

  がん看護実践実習Ⅰ 2     

  がん看護実践実習Ⅱ 2     

  がん看護実践実習Ⅲ 2     

  がん治療看護実践実習Ⅰ 2     

  がん治療看護実践実習Ⅱ 2     

  がん看護実践研究 2     

選択必修科目 A 看護教育論 2     

  看護管理・政策論 2     

選択必修科目 B 医療協働術（サイコオンコロジーと健康心理学） 2   高度教養教育科目 

  ゲノム医薬品学特論 1   高度教養教育科目 

  先進がん薬物療法副作用学特論 1   高度教養教育科目 

  先進緩和医療薬物学特論 1   高度教養教育科目 

【履修方法】 

必修科目４１単位(高度国際性涵養教育科目２単位を含む。)、選択必修科目 A から２単位以上、高度教養教育科目とし

て選択必修科目 B から１単位以上、合計４４単位以上を修得しなければならない。 
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表 1-5 がん専門医療人材養成プログラム先端医学物理コース 

区分 授業科目 単位 高度国際

性涵養教

育科目 

備考 

必修科目 がんの病態生理学 2     

  放射線基礎物理学 2     

  放射線診断物理学 2     

  治療物理学 2     

  高精度放射線治療 2 〇   

  高精度外部放射線治療実習 4     

  小線源治療実習 4     

  医療技術科学ゼミナールⅠ 4     

  医療技術科学ゼミナールⅡ 4     

選択必修科目 A 医療協働術（サイコオンコロジーと健康心理

学） 

2   高度教養教育科目 

  先進がん薬物療法副作用学特論 1   高度教養教育科目 

  先進緩和医療薬物学特論 1   高度教養教育科目 

  ゲノム医薬品学特論 1   高度教養教育科目 

選択必修科目 B がんの病態生理学各論 2 〇 

 

  放射線基礎物理学実習 2     

  がん検診と地域保健活動 2   

 

  臨床がん薬理学 2   

 

  緩和医療学概論 2   

 

  臨床腫瘍学総論Ⅰ 1   

 

  臨床腫瘍学総論Ⅱ 1   

 

  先端医用物理工学特論 2     

  放射線制御・生物学特論Ⅰ 1     

  放射線制御・生物学特論Ⅱ 1     

  粒子線治療 2     

 

 

 

 

  

【履修方法】 

必修科目２６単位(高度国際性涵養教育科目２単位を含む。)、高度教養教育科目として選択必修科目 A から１単位以上、

選択必修科目 A 及び B から３単位以上、合計３０単位以上を修得しなければならない。 
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表 1-6 がん専門医療人材養成プログラムゲノム世代細胞検査高度診断コース 

区分 授業科目 単位 高度国際

性涵養教

育科目 

備考 

必修科目 がんの病態生理学 2     

  がんの病態生理学各論 2 〇 

 

  病理細胞診断学特論Ⅰ 2     

  病理細胞診断学特論Ⅱ 2     

  分子病理学特論 2     

  病理細胞診断学実習Ⅰ 4     

  病理細胞診断学実習Ⅱ 4     

  病理細胞診断学実習Ⅲ 4     

  医療技術科学ゼミナールⅠ 4     

  医療技術科学ゼミナールⅡ 4     

選択必修科目 A 医療協働術（サイコオンコロジーと健康心理

学） 

2   高度教養教育科目 

  先進がん薬物療法副作用学特論 1   高度教養教育科目 

  先進緩和医療薬物学特論 1   高度教養教育科目 

  ゲノム医薬品学特論 1   高度教養教育科目 

 

 

 

 

  

【履修方法】 

必修科目３０単位(高度国際性涵養教育科目２単位を含む。)、高度教養教育科目として選択必修科目 A から１単位以

上、合計３１単位以上を修得しなければならない。 
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表 1-7 がん専門医療人材養成プログラム分子ゲノムコース 

区分 授業科目 単位 高度国際 

性涵養 

教育科目 

備考 

必修科目 分子ゲノムセミナーⅠ 2   

 

  分子ゲノムセミナーⅡ 2   

 

  分子ゲノム実習Ⅰ 4   

 

  分子ゲノム実習Ⅱ 4   

 

  医療技術科学ゼミナールⅠ 4     

  医療技術科学ゼミナールⅡ 4     

  がんの病態生理学各論 2 〇   

選択必修科目 A 先進がん薬物療法副作用学特論 1   高度教養教育科目 

  先進緩和医療薬物学特論 1   高度教養教育科目 

  ゲノム医薬品学特論 1   高度教養教育科目 

選択科目 がんの病態生理学 2     

  臨床病態解析学特論 2   

 

  分子腫瘍医学特論 2   

 

  生命機能解析学特論 2   

 

  国際疾病疫学 2 〇   

  分子神経生理学特論 2 〇   

  生命情報学特論 2     

  感染制御学特論 2     

  先進医療・臨床試験科学特論 2     

  再生医療特論 2     

  臨床画像診断学特論Ⅰ 1     

  臨床画像診断学特論Ⅱ 1     

  放射線制御・生物学特論Ⅰ 1     

  放射線制御・生物学特論Ⅱ 1     

  生体光学・医用画像工学特論Ⅰ 1     

  生体光学・医用画像工学特論Ⅱ 1     

  医療情報学特論 2     

  先端医用物理工学特論 2     

  脳機能画像解析学特論 2     

  生体システム学特論 2     

  再生発生医学特論 2     

  免疫機能解析学特論 2     

  細胞分子遺伝学特論 2     

  肝疾患代謝学 2     
 

分子代謝病態学特論 2     

  スリープテクノロジー特論 2     
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  病原微生物学特論 2     

  分子イメージングによる創薬支援特論 2     

 

 

 

 

 

(2) 履修コース 

前期課程の学位プログラムのうち、統合保健看護科学研究プログラムには３つの

履修コースが、医療検査技術科学研究プログラムには１つの履修コースがあります。

修了要件を満たせば修士の学位とともに、コース別に該当する資格の取得が可能と

なります（表 2）。ただし、各コースの履修については条件があり、詳しくは内規に

定められています。 

【修了要件】 

次の２要件を満たすこと 

・学位プログラムを修了する 

・履修コースで定められた授業科目から、所定の単位を修得する 

 

表 2 前期課程の学位プログラム別の履修コース 

学位プログラム名 履修コース名 取得資格 

統合保健看護科学研究 

プログラム 

保健師教育コース 保健師国家試験受験資格 

助産師教育コース 助産師国家試験受験資格 

遺伝カウンセリングコース 
認定遺伝カウンセラー 

認定試験受験資格 医療検査技術科学研究 

プログラム 
遺伝カウンセリングコース 

 

 

 

 

 

  

【履修方法】 

必修科目 22 単位(高度国際性涵養教育科目 2 単位を含む。)、高度教養教育科目として選択必修科目 A から 1 単位以

上、合計 30 単位以上を修得しなければならない。 
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〇 保健師教育コース内規 

 

保健学専攻博士前期課程保健師教育コース内規 

 

 （趣旨） 

第１条 この内規は、医学系研究科保健学専攻博士前期課程保健師教育コース（以下「本コース」

という。）に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 

（選考方法） 

第２条 本コースの履修を許可する学生は、博士前期課程入学試験において本コースで合格し、

看護師免許を有する者とする。 

２ 本コースの履修者数に欠員が生じた場合、その補充は行わない。 

 

（履修方法） 

第３条 第２条の規定により本コースの履修を許可された学生(以下「履修学生」という。)は、

別表に定める授業科目の中から所定の単位を修得しなければならない。 

２ 履修学生が指導教員を変更した場合も、本コースの履修を継続できる。 

 

（コース修了） 

第４条 履修学生が次の各号の要件をすべて満たした場合は、教授会の議を経て本コースの修了

を認定する。 

(1) 大阪大学大学院医学系研究科規程第５条第４項の規定に従い所定の単位を修得し、博士前

期課程を修了すること。 

(2)第３条の規定に従い所定の単位を修得すること。 

 

（国家試験受験資格） 

第５条 履修学生が第４条の規定により本コースを修了したことをもって、保健師国家試験受験

資格を得るものとする。 

 

附 則 

 この内規は、令和２年２年１３日から施行し、平成３０年４月１日から適用する。 
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別表 

区分 授業科目 配当年次 単位 備考 

保
健
師
教
育
コ
ー
ス
必
修
科
目 

公
衆
衛
生
看
護
学 

公衆衛生看護学原論 1 2  

公衆衛生看護実践開発学Ⅰ 1 2  

公衆衛生看護実践開発学Ⅱ 1 2  

公衆衛生看護実践開発演習 1 2  

家族看護援助論 1 2  

公衆衛生看護診断・活動展開学 2 2 ＊ 

地域健康危機管理学 1 2  

公衆衛生看護管理学 1 2  

 予防対策病態論 － 1  

国際健康政策学 － 2  

疫学各論 － 2  

医学統計学総論 － 2  

臨
地
実
習 

公衆衛生看護実践開発実習 1 2  

公衆衛生看護診断・活動展開実習 1 2  

公衆衛生看護管理実習 1 1  

 

  

【履修方法】 

必修科目 28 単位を修得すること。 

備考欄「＊」の科目は、臨地実習で学んだ技術の定着と応用を図る科目である。 
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〇 助産師教育コース内規 

 

保健学専攻博士前期課程助産師教育コース内規 

 

 （趣旨） 

第１条 この内規は、医学系研究科保健学専攻博士前期課程助産師教育コース（以下「本コース」

という。）に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 

（選考方法） 

第２条 本コースの履修を許可する学生は、博士前期課程入学試験において本コースで合格し、

看護師免許を有する者とする。 

２ 本コースの履修者数に欠員が生じた場合、その補充は行わない。 

 

（履修方法） 

第３条 第２条の規定により本コースの履修を許可された学生(以下「履修学生」という。) は、

別表に定める授業科目の中から所定の単位を修得しなければならない。 

２ 履修学生が指導教員を変更した場合も、本コースの履修を継続できる。 

 

（コース修了） 

第４条 履修学生が次の各号の要件をすべて満たした場合は、教授会の議を経て本コースの修了

を認定する。 

(1) 大阪大学大学院医学系研究科規程第５条第４項の規定に従い所定の単位を修得し、博士前

期課程を修了すること。 

(2)第３条の規定に従い所定の単位を修得すること。 

 

（国家試験受験資格） 

第５条 履修学生が第４条の規定により本コースを修了したことをもって、助産師国家試験受験

資格を得るものとする。 

 

附 則 

 この内規は、令和２年２年１３日から施行し、平成３０年４月１日から適用する。 
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別表 

区分 授業科目 配当年次 単位 備考 

助
産
師
教
育
コ
ー
ス
必
修
科
目 

助
産
学 

助産学概論 1 1  

ウイメンズヘルス 1 1  

周産期生理病態学 1 2  

新生児生理病態学 1 2  

助産診断・技術学Ⅰ 1 2  

助産診断・技術学Ⅱ 1 2  

助産診断・技術学Ⅲ 1 1  

周産期ハイリスク管理 1 1  

女性と母子の薬理 1 1  

周産期技術演習 1 1  

地域・国際母子保健学 1 1  

助産管理学 1 2  

臨
地
実
習 

周産期助産学実習Ⅰ 1 3  

周産期助産学実習Ⅱ 1 5  

ウイメンズヘルス・NICU実習 1 1  

助産マネジメント実習 1 1  

総合管理・継続実習 1～2 1 ＊ 

 

  

【履修方法】 

必修科目 28 単位を修得すること。 

備考欄「＊」の科目は、実習の性質上 1 年～2 年次に継続して実施する科目である。 
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〇 遺伝カウンセリングコース内規 

 

保健学専攻博士前期課程遺伝カウンセリングコース内規 

 

 （趣旨） 

第１条 この内規は、医学系研究科保健学専攻博士前期課程遺伝カウンセリングコース（以下「本

コース」という。）に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 

（選考方法） 

第２条 本コースの履修を許可する学生は、博士前期課程入学試験において本コースで合格した

者とする。 

２ 本コースの履修者数に欠員が生じた場合、その補充は行わない。 

 

（履修方法） 

第３条 第２条の規定により本コースの履修を許可された学生(以下「履修学生」という。)は、

別表に定める授業科目の中から所定の単位を修得しなければならない。 

２ 履修学生が指導教員を変更した場合（本コース指導教員に限る）も、本コースの履修を継続

することができるものとする。 

 

（コース修了） 

第４条 履修学生が次の各号の要件をすべて満たした場合は、教授会の議を経て本コースの修了

を認定する。 

(1) 大阪大学大学院医学系研究科規程第５条第１項の規定に従い所定の単位を修得し、博士前

期課程を修了すること。 

(2)第３条の規定に従い所定の単位を修得すること。 

 

（認定遺伝カウンセラー認定試験の受験資格） 

第５条 履修学生が第４条の規定により本コースを修了したことをもって、認定遺伝カウンセラ

ー認定試験の受験資格を得るものとする。 

 

附 則 

 この内規は、令和２年４年１日から施行する。 
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別表 

区分 授業科目 配当年次 単位 備考 

必修科目 応用基礎人類遺伝学 1 1 

 

人類遺伝学 1～2 2 隔年開講 

臨床遺伝学講義 1 1   

基礎臨床遺伝学演習 1 1   

遺伝情報論演習 1 1   

生命倫理・医療文化論 1 2   

応用ライフサイエンス・医療の倫理 1 2   

応用臨床遺伝学 1 1   

遺伝カウンセリング概論 1 1   

遺伝カウンセリング講義 1 1   

遺伝カウンセリング演習 1 2 臨地実習科目 

遺伝カウンセリング実習 1～2 6 臨地実習科目 

選択必修科

目 

Ａ 応用遺伝学講義 1 1   

応用遺伝学演習 1 2   

Ｂ 応用生命工学講義 1 1   

応用生命工学演習 1 2   

 

 

 

 

 

  

【履修方法】 

必修科目 21 単位、選択必修科目からＡ又はＢの組合せで 3 単位，合計 24 単位を修得すること。 
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(3) 履修科目の登録と成績 

各学位プログラム及び各履修コースで定める履修方法に従い、指導教員と相談の

うえ履修する科目を決定し、必ず所定の期間内にＫＯＡＮから履修登録を行ってく

ださい。履修科目の登録手続きが未実施の場合は、当該科目の単位認定が行われま

せんので注意してください。 

成績や単位修得状況もＫＯＡＮで確認できます。なお、成績評価について異議が

ある場合は、成績発表日以降 3日以内に限り、成績異議申立を行うことができます。 
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3-2．後期課程の教育 

(1) 学位プログラム 

後期課程には３つの教育課程からなる学位プログラムがあり（表 3）、修了要件を

満たせば博士の学位が授与されます。 

【修了要件】 

次の 3要件をすべて満たすこと 

・学位プログラムが定める授業科目から所定の単位を修得する 

・3年以上在学する ※ 

・必要な研究指導を受け博士論文を提出して、その審査及び最終試験に合格する 

※ 研究科教授会が優れた業績を上げたと認める者については、修士課程又は博士前

期課程の在学期間と通算して 3年以上在学すれば足りるものとする 

 

表 3 後期課程の学位プログラム 

学位プログラム名 学位 詳細 

保健学研究プログラム 博士(看護学)又は博士(保健学) 表 3-1 

がん専門医療人材養成プログラム 
先進ゲノム医学物理コース 

博士(保健学) 表 3-4 

がん専門医療人材養成プログラム 
先進的病理細胞診研究者養成コース 

博士(保健学) 表 3-4 

授業科目の詳細についてはＫＯＡＮに示されている授業計画（以下、シラバス）

を参照してください。 
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表 3-1 保健学研究プログラム 

区分 授業科目 単位 備考 

選択必修科目 A 周手術期管理学特講 2   

  老年看護学特講 2   

  看護実践開発科学特講 2   

  がん看護実践開発科学特講 2   

  慢性病看護学特講 2   

  精神保健看護学特講 2   

  リプロダクティブヘルス学特講 2   

  母性ヘルスケア学特講Ⅰ 2   

  母性ヘルスケア学特講Ⅱ 2   

  成育小児科学特講 2   

  小児・家族看護学特講 2   

  公衆衛生看護学特講 2   

  看護管理科学特講 2   

  地域ヘルスプロモーション特講 2   

  数理保健学特講 2   

  地域ヘルスケアシステム特講 2   

  多職種チーム医療に基づくがん医療特講 2   

  超音波診断学特講 2   

  バイオシグナル論特講 2   

  トレーサー情報解析学特講 2   

  理論画像診断学特講 2   

  医用光エレクトロニクス特講 2   

  応用画像処理工学特講 2   

  医用画像工学特講 2   

  放射線腫瘍学特講 2   

  生体分子解析学特講 2   

  神経病態解析学特講 2   

  環境生体機能学特講 2   

  遺伝子発現制御学特講 2   

  病態検査診断学特講 2   

  組織細胞病態解析学特講 2   

  分子細胞制御学特講 2   

  分子病態診断学特講 2   

選択必修科目 B 周手術期管理学特講演習 2   

  老年看護学特講演習 2   

  看護実践開発科学特講演習 2   

  がん看護実践開発科学特講演習 2   

  慢性病看護学特講演習 2   
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  精神保健看護学特講演習 2   

  リプロダクティブヘルス学特講演習 2   

  母性ヘルスケア学特講演習Ⅰ 2   

  母性ヘルスケア学特講演習Ⅱ 2   

  成育小児科学特講演習 2   

  小児・家族看護学特講演習 2   

  公衆衛生看護学特講演習 2   

  看護管理科学特講演習 2   

  地域ヘルスプロモーション特講演習 2   

  数理保健学特講演習 2   

  地域ヘルスケアシステム特講演習 2   

  多職種チーム医療に基づくがん医療特講演習 2   
 

超音波診断学特講演習 2   

  バイオシグナル論特講演習 2   

  トレーサー情報解析学特講演習 2   

  理論画像診断学特講演習 2   

  医用光エレクトロニクス特講演習 2   

  応用画像処理工学特講演習 2   

  医用画像工学特講演習 2   

  放射線腫瘍学特講演習 2   

  生体分子解析学特講演習 2   

  神経病態解析学特講演習 2   

  環境生体機能学特講演習 2   

  遺伝子発現制御学特講演習 2   

  病態検査診断学特講演習 2   

  組織細胞病態解析学特講演習 2   

  分子細胞制御学特講演習 2   

  分子病態診断学特講演習 2   

選択必修科目 C 統合保健看護科学特別研究Ⅰ 4   

  統合保健看護科学特別研究Ⅱ 4   

  統合保健看護科学特別研究Ⅲ 4   

  医療技術科学特別研究Ⅰ 4   

  医療技術科学特別研究Ⅱ 4   

  医療技術科学特別研究Ⅲ 4   

選択科目 先進医療・臨床試験科学特講 2   

  先進医療・臨床試験科学特講演習 2   

 

  
【履修方法】 

選択必修科目 A から２単位以上、選択必修科目 B から２単位以上、選択必修科目 C から４単位以上、合計１０単位以上を

修得しなければならない。 



- 27 - 
 

表 3-4 がん専門医療人材養成プログラム 

区分 授業科目 単位 備考 

先進ゲノム医学

物理コース必修

科目 

放射線治療物理学特講 2   

放射線治療物理学特講演習 2   

医学物理臨床実習 2   

医学物理特別研究 4   

先進的病理細胞

診研究者養成コ

ース必修科目 

分子細胞診断学特講 2   

分子細胞診断学特講演習 2   

分子病態診断学特講 2   

病理細胞診特別研究 4   

 

 

 

 

 

  

【履修方法】 

先進ゲノム医学物理コースを履修する学生は、先進ゲノム医学物理コース必修科目１０単位を修得しなければならな

い。 

先進的病理細胞診研究者養成コースを履修する学生は、先進的病理細胞診研究者養成コース必修科目１０単位を修得し

なければならない。各コースの特講演習科目は、同特講科目の単位を修得しなければ履修することができない。 
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(2) 履修科目の登録と成績 

各学位プログラムで定める履修方法に従い、指導教員と相談のうえ履修する科目

を決定し、必ず所定の期間内にＫＯＡＮから履修登録を行ってください。履修科目

の登録手続きが未実施の場合は、当該科目の単位認定が行われませんので注意して

ください。 

成績や単位修得状況もＫＯＡＮで確認できます。なお、成績評価について異議が

ある場合は、成績発表日以降 3日以内に限り、成績異議申立を行うことができます。 

なお、「選択科目」については、本表（表 3-1）で定める科目の他、大学院横断教

育科目（ＣＯデザインセンター科目）、博士課程教育リーディングプログラム科目、

グローバルイニシアティブ科目、本研究科の他の専攻の授業科目又は本学大学院の

他の研究科の授業科目の単位を充当することができます。 

 

(3) 長期履修制度 

博士後期課程の標準修業年限は３年ですが、次の事項に該当する場合は、長期

履修制度の申請を行うことができます。 

① 定まった職業を有する者（常勤に限る） 

  ② 出産・育児・介護等を行う必要のある者 

③ 長期に履修することが教育研究上必要と認められる者 

申請手続きは、新入生は入学前の２月末日までに、在学生で学年の途中で長期履

修への変更を希望する学生は、変更を希望する年度前の２月末日までに、「長期履修

学生申請書」、「長期履修学生を希望する理由書」及び「履修計画及び研究計画書」

を教務係に提出してください。博士課程委員会で審査・承認された後、制度が適用

されます。 

なお、在学生にあっては最終学年での申請はできません。詳細は、教務係に問い

合わせてください。 
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3-3．博士課程の教育 

(1) 学位プログラム 

博士課程には 2つの 5年制プログラムがあり（表 4）、修了要件を満たせば博士の

学位が授与されます。なお、博士前期課程の修了で、修士の学位が授与されます。 

【修了要件】 

次の 3要件をすべて満たすこと 

・学位プログラムが定める授業科目から所定の単位を修得する 

・博士前期課程で 2年 ※、博士後期課程で 3 年、計 5年以上在学する ※※ 

・必要な研究指導を受け修士論文 ※及び博士論文を提出して、その審査及び最終

試験に合格する 

※ 先導的量子ビーム応用卓越大学院プログラムについては、博士前期課程の在学を

必須としない 

※※研究科教授会が優れた業績を上げたと認める者については、修士課程又は博士前

期課程の在学期間と通算して 3年以上在学すれば足りるものとする 

 

表 4 博士課程の学位プログラム 

学位プログラム名 学位 詳細 

生命医科学の社会実装プログラム 

博士前期課程： 
修士(看護学)又は修士(保健学) 

表 1-1 
表 1-2 
表 1-3 

博士後期課程： 
博士(看護学)又は博士(保健学) 

表 3-2 

先導的量子ビーム応用卓越大学院プ
ログラム 

博士後期課程： 
博士(看護学)又は博士(保健学) 

表 3-3＊ 

授業科目の詳細についてはＫＯＡＮに示されている授業計画（以下、シラバス）

を参照してください。 

  

 *表 3-3に定める授業科目を博士前期課程在学中に修得した場合、改めて博士後期

課程で修得する必要はない。 
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表 3-2 生命医科学の社会実装プログラム授業科目表（博士後期課程） 

区分 授業科目 単位 備考 

必修科目 異分野領域実習１ 2  

異分野領域実習２ 2  

市場調査演習 2  

知財戦略演習 2  

規制科学演習 2  

社会実装実践訓練 2  

 

 

 

 

 

 

  

【履修方法】 

生命医科学の社会実装プログラムを履修する学生は、別表 3-1 に定める授業科目のうち選択必修科目 A から２単位以

上、選択必修科目 B から２単位以上、選択必修科目 C から４単位以上、別表 3-2 に定める授業科目の中から１２単位、

合計２０単位以上を修得しなければならない。 
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表 3-3 先導的量子ビーム応用卓越大学院プログラム 

区分 授業科目 単位 備考 

必修科目 量子ビーム実践研修（国内）     2       

量子ビーム実践研修（海外）     2       

量子ビーム学際交流 1       0.5       

    量子ビーム学際交流 2       0.5       

    量子ビーム学際交流 3       0.5       

選択必修

科目 

俯瞰力・社会実装力涵養科目群 
      

別に定める授業科目から

１単位以上取得すること 

量子ビーム応用科目 量子ビーム情報系科目群 複数の科目群を選択し、

別に定める授業科目から

４単位以上取得すること 

量子ビーム医学系科目群   

量子ビーム応用科目群   

量子物理応用科目群     

量子ビーム化学系科目群   

量子機能分子創製科目群   

選択科目 量子ビーム実践英語科目群       別に定める授業科目から

自由選択 量子社学連携科目群         

社学連携情報系特論１     0.5       

社学連携情報系特論２     1       

社学連携情報系特論３     2       

社学連携医学系特論１     0.5       

社学連携医学系特論２     1       

社学連携医学系特論３     2       

社学連携物理特論１       0.5       

社学連携物理特論２       1       

社学連携物理特論３       2       

社学連携化学特論１       0.5       

社学連携化学特論２       1       

社学連携化学特論３       2       

機械学習実践演習       1.5       

企業研究者特別講義（集中講義）   0.5       

  
【履修方法】 

表 3-1 に定める授業科目のうち選択必修科目 A から２単位以上、選択必修科目 B から２単位以上、選択必修科目 C から

４単位以上、表 3-3 に定める授業科目のうち１０．５単位以上、合計１８．５単位以上を修得しなければならない。 

表 3-3 の詳細については、下記 HP を参照すること。 

https://www.rcnp.osaka-u.ac.jp/pqba/curriculum/course/index.html 
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(2) 履修科目の登録と成績 

学位プログラムで定める履修方法に従い、指導教員と相談のうえ履修する科目を

決定し、必ず所定の期間内にＫＯＡＮから履修登録を行ってください。履修科目の

登録手続きが未実施の場合は、当該科目の単位認定が行われませんので注意してく

ださい。 

成績や単位修得状況もＫＯＡＮで確認できます。なお、成績評価について異議が

ある場合は、成績発表日以降 3日以内に限り、成績異議申立を行うことができます。 

 

(3) 長期履修制度 

「3-2．後期課程の教育」－「(3) 長期履修制度」を参照してください。 
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４．横断型教育 

大阪大学では、研究科の枠にとらわれない、横断型教育を推進しています。 

 

(1) 大学院副専攻プログラム、大学院等高度副プログラム 

大学院の共通な制度として、所属する研究科（専攻）の教育課程に加えて、幅

広い分野の素養を身につけるとともに高度な専門性を獲得する機会を与え、また

勉学意欲を喚起することを目的とした、「大学院副専攻プログラム」、「大学院等高

度副プログラム」を提供しています。 

詳しくは、本学 HPをご覧ください。 

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/education/fukusenkou 

 

(2) 学際融合教育科目 

研究科等の枠にとらわれない、複眼的視野を養うための学際融合教育の充実を

目指して、全研究科大学院生を対象に多様な組織が提供する「学際融合教育科

目」を設置しています。 

詳しくは、本学 HPをご覧ください。 

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/education/fukusenkou/gakusai 

 

(3) コミュニケーションデザイン科目及び CO デザイン科目 

「コミュニケーションデザイン科目」は、対話することを通して、課題を発見

し、ともにその解決をめざし、社会のなかで実践するための基礎的な教育プログ

ラムとして学部生、大学院生を対象に開講されています。 

また、「COデザイン科目」は、さまざまな現実の社会課題の解決を目指したアド

バンスト・プログラムとして、より系統的に社会実践力を修養するための科目群

として大学院学生を対象に開かれています。 

詳しくは、本学 HPをご覧ください。 

https://www.cscd.osaka-u.ac.jp/program/ 

 

５．学則・規程 

大阪大学大学院学則 URL 

https://www.osaka-u.ac.jp/jp/about/kitei/reiki_honbun/u035RG00000002.html 

 

大阪大学大学院医学系研究科規程 URL 

https://www.osaka-u.ac.jp/jp/about/kitei/reiki_honbun/u035RG00000184.html 


